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要 旨 ；NaCl を含む再生 骨材か らの 塩化物イオ ン の 溶出量ならび にそれを用い た 再生骨材 コ

ン ク リー ト中の 塩化物イオ ン 量 の 塩分計に よる測定結果に基づ き ， 再生骨材中に固定 され る，

あるい は未溶出の 塩化物イ オ ン 量 に つ い て 検討 した 。 そ の 結果 ． 塩 分計で は溶出 した塩化物

イ オ ン 量が測定 され て い る もの の ，測定値 と全塩化物イオン量に は比較的明確な関係が認め

られ た 。
こ の 関係に基づ き，受入検査 の 判定基準 と し て 全塩化物イ オ ン 量 0，30k9／m3 に 相当

す る再生骨材 コ ン ク リー ト中の 塩化物イオ ン 量の 塩分計測定に よる規制値を提案 し た 。

キーワー ド ： 再生骨材 ， 再 生骨材 コ ン ク リ
ー

ト， 塩化 物イオ ン ，受入検査

1．は じめに

　再生骨材 コ ン ク リ
ー

トで は，再生骨材 の原 モ

ル タル に含まれて い る塩 化物 イ オ ン （以 下 ， 塩分

とい う）が溶出す る。そ の 際，再生 骨材中で は，

セ メ ン トの 水和等に よ り固定 され た塩化物 イオ

ン（以下 ， 固定塩分とい う）と可溶性 の 塩化物イ オ

ン （以 下，可 溶性塩分 とい う）が混在 し て お り，可

溶性塩分 の
一部が溶出す る。 し たが っ て ，

一
般

的な モ ール 法 による レ デ ィ
ーミク ス トコ ン ク リ

ー ト（生 コ ン ）の 塩分含有量 測 定器（以 下，塩分計

とい う）に よる受入 検査 で は ， 練混 ぜか ら検査 ま

で に 溶出 し た塩分 と ， 他の 材料か ら供給 され た

塩分が測定され る。一方，JISA5308で は，固定

塩分 と 可溶性塩分を合わせ た 全塩化物イ オ ン（以

下，全塩分 とい う）と して 塩分 の 総量が規制され

て お り，再生骨材 コ ン ク リ
ー トで は，測定され

た塩分量か ら全塩分量 を推 定 し ， 検査の 合否を

判定す る必 要が ある 。

　本検討で は ， 練混ぜ 時に NaCl を添加 した原 コ

ン ク リー トを破砕 して製造 し た再生骨材か ら溶

出す る塩分量に つ い て検討 した。また，こ の 再

生骨材を用 い た コ ン ク リー トの 塩分量を測定 し，

測定 され る塩分量 と全塩分量の 関係に つ い て考

察を加 え，受入検査にお ける塩分量 の 判定基準

を提案 した 。

2．実験の概要

2．1 原 コ ン クリ
ー トおよび再生骨材の 製造

　原 コ ン ク リ
ー

トの 調 合を表一 1 に示す。また ，

原 コ ン ク リー トの 骨材お よび製造 した再 生骨材

の密度お よび吸水率 を表 一2 に示 す 。 再 生 骨材

は ， オープ ン セ ッ トを粗骨 材 の 最大寸法 20  

に設定 したジ ョ
ーク ラ ッ シ ャ

ーに よ り破砕した

後，直ちにふ る い 分 け，各 々 再生粗骨材（5−20mm ）

お よび再生細骨 材（0−5  ）と し て 製造 した 。

2．2 再生骨材 中の塩分t

　 こ こ で 用 い た再生骨材で は ， 原 コ ン ク リ
ー

ト

に ，表
一 1 に 示 す所定量 の NaCl が ， 練混ぜ時に

添加 され て い る。原 コ ン ク リ
ー

トに混入 した塩

分は ， 原モ ル タル 中に含有 され ， 原骨材 中への

浸透量は無視で きる。 したがっ て ，（1）式に示す

再 生骨材中 の 原 モ ル タ ル 混入 率
1）か ら，再生骨

材中の 塩分量を算定 した。

島
G

。

G
、

．
mO （1）

こ こ で ， Om ：原 モ ル タ ル 混入 率（容積比），
　 G

、
；

原骨材の 表乾密度（91cm3），
　 RA

。
： 再生骨材の 表
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表一 1　 原 コ ンク リ
ー トの 調合

絶対容積（L／m う 単位量（k砂m う
記　号

WIC

（％）

s／a

（％）

　 W

（kg〆m3 ） CSG
　　　　 i　　　　 AE
C　lS 　

l

　
G
　l減水剤喰

空気量

調整剤 紳

NaClO
唱 1  ）

55GA 0

55GB 306 318 0，025 1．15
55GC5545175101

373

　 　 1　　 　 　　 　　 　 　 E

　 　 ｛　 　 　 1

8291981 ［ α 875
　 　

1
　　　　 i

　　l　 l
230

55GD 4．60
串リグニ ン ス ル ホ ン酸系，艸

樹脂 酸塩系空気連行補助剤

　　　　　　　　　　　表
一2 　本検討に用 い た骨材 の密度および吸水率

再 生 粗骨材 再 生細骨材
物性

砕石
・

　G55RGA55RGB55RGC55RGD
砂

牌

S55RSA55RSB55RSC55RSD

表乾 2，632 ．442 ．382 ，432 ．392 ．712 、302312 ．302 ．29密度

暫cm3 ） 絶乾 2．612 ，332 ．252 ．312 ．262 ．662 ．122 ．102 ．102 ．09

吸 水 率 （％） Loo5 ．065 ．875 ．265 ，642 ．038 ，479739 ．509 ．60

8 硬質砂岩砕 石 （青梅産），Ilve 砂（多摩川水系産）

乾密度（glcm3），　M 、
：原 コ ン ク リー ト中の 空気量

を含む原 モ ル タ ル の 密度（g〆cm3 ）で （2）式に よ り算

定 し た。

　　　　　　Cw 十 Ww 十 Sw
　 　　 M 　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2）
　　　　

ρ

　　　 Mv

こ こ で ， Cw ： 原 コ ン ク リ
ー

トの 単位 セ メ ン ト量

　（k91m3 ），　 Ww ： 原 コ ン ク リ
ー

トの 単位 水量

　 （kgtm3），　 Svr：原 コ ン ク リー トの 単位細骨材量

　 （k91m3），　M ， ；原 コ ン ク リー ト中の 空気量を含

　 む モ ル タル の容積（L）で（3）式 と した 。

Mv ； 　1000 − Gv （3）

こ こ で ， G ， ：原 コ ン ク リ
ー

ト中の 粗骨材 （原 骨材）

　の 絶対容積（L）で ある。

　再生骨材中の 塩分量は，以 下 の 仮定 に 基 づ い

て 算定し た。

1）NaCl は原骨材中には浸透 しない。

2）セ メ ン トの 水 和反応に よ り固定化 され る塩分

　量 は
， 単位セ メ ン ト量 の 0．4％ とす る。

3）練混ぜ時に添加 した NaCl とセ メ ン ト中に含

　まれ る塩分を合計 した も の を全塩分量 とし ，

　これか ら固定塩分量 を差 し引い た もの を，可

　溶性塩分量 とす る 。

4）セ メ ン ト中に含まれ る塩分は ， 塩化物 イオ ン

　 で単位セ メ ン ト量 の α01％ とす る 。

　こ れ らの 仮定に よ り算定 し た再生骨材中の 原

モ ル タ ル 混入 率，塩 分量 を表一3 に示 す 。 なお ，

55RGA ，55RGB で は，添加 した塩分が全量 固定

され る結果 とな っ て い る。実際には，添加 した

塩分 の 全てが固定化 され る こ とは ない が ，可溶

性塩分は ご く少ない 状態であると考え られ る。

2．3 試験方法お よび結果

　試験は，再生骨材 を水 に浸せ きし，水中に溶

出す る塩分 の 経時変化を塩 分計 によ り測 定 した。

また ， 再 生骨材の 置換率 を変化 させ た再 生骨材

コ ン ク リー トを練混ぜ ， 練上 が り直後 ， 1時間後

お よ び 2 時間後 の コ ン ク リ
ー

ト中 の塩分量を塩

分計 に よ り測 定した。

（1）再 生骨材 か らの塩分溶出量

　再生骨材 を水に浸せ き し た時 の ，経過時間と

骨材 1kg か ら溶出 した塩分量の 関係を図一 1 に

示す。図 中には，55RGC ，55RGD ，55RSC お よ

び 55RSD の 結果 を示 すが
，

こ れ以 外 の 再生骨材

で は ， 塩分計 の 検出限界以下 で あ っ た a

　溶 出 して い る塩 分は水 で 抽出 して い る こ とか

ら可 溶性で ある。先 に示 した骨材 中の 可溶性塩

分量 と試験結果の 関係 を ， 経過時間 1 時間お よ

び 24 時間に つ い て 表一4 に 示す。

　可溶性塩分 量 が 比 較的少な い 55RGC
，

55RSC

で は，経過 時間 1 時 間 ， 24 時 間とも ， 計算値 よ

り大 きい溶 出量が測定 され た。こ れ は，添加 し

た 塩分量が少ない た め実際に固定化 され る塩分
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表一3　再 生骨材の 原モ ル タル 混入率および塩分t

全塩分（CD 可溶性 塩 分（CD
記　号

原 モ ル タ

ル 混入率

　（％）

混 入 量

（k鋤m 、
骨材中゜

（以  ）

混入量 帥

（k以m 、
骨材中寧纏

　 （副  》

備　考

55RGA 36．4 0．032 0．008 一 一

再生粗骨材
55RGB 47，9 0，729 0．234 一 冖

55RGC 38．3 1．427 0．359 0．155 0，039
55RGD 46．0 2．822 α867 1．550 0，476
55RSA 63．3 0．032 0．Ol4 一 一

塩 分 の 混入 量 は，
練 混 ぜ 時 に 添 加

し た NaC 置 とセ メ

ン トに 含 ま れ る

塩分 を考慮
55RSB 6L4 0，729 0．309 一 一

再生細骨材
55RSC 63，3 1．427 0．626 0．155 0．068

55RSD 65．2 2．822 1．281 L550 0．704
゜　 二混入 量（  血n3）X （原 モ ル タ ル混入率M × 10）！再生骨材の 表 乾密度（gtcmう　と し て 算定
il

： 全塩分の 混入 量（kgtrn3）一固定塩分量　と して算定
“ ll

：骨材中全塩分量（g！kg）X 可溶性塩分 の 混入量ノ全塩分 の 混入量　として 算定

量も少な くなる の に対 し ， 計算で は 単位セ メ ン

ト量 の 0．4％が固定 され る と仮定してお り， 可溶

性塩分 の 計算値が過少評価 され て い る と考え ら

れ る。塩 分量 の 比 較的多 い 55RGD ，55RSD で は ，

経過時間 1 時間で 計算 された可溶性塩分 の 21，

43％が，24 時間で は 40，67％がそれぞれ溶 出し

た。

　 こ れ よ り ， 再 生粗骨材に比 べ て 再 生細骨材は

塩分が溶出 しやす い こ と，また，原 モ ル タル に

含 まれ る塩分は ，可溶性 で あっ て も数時間か ら

24 時間程度で は完 全には溶出 しな い こ とが ， 明

らか とな っ た 。

（2｝再生 骨材 コ ン クリー
ト中の 塩分量

　製造 し た 再生骨材の うち ， 塩分量が 比較的多

い SsRGD ，55RSC ，55RSD を用 い て再生骨材 コ

ン ク リ
ー

トを作製 し ， 塩 分濃度 を測定 した 。 調

合 を表
一 5 に示す 。 再生粗骨材 を用 い た コ ン ク

リー ト（以 下 ， 再生粗骨材 コ ン ク リ
ー

トとい う）

で は ， 再 生粗骨材 の 置換率を 15， 30，50，100％ ，

一
方，再生 細骨材を用 い た コ ン ク リー ト（以下 ，

再生細骨材 コ ン ク リー トとい う）で は 15，30％ と

した 。 い ずれ の コ ン ク リ
ー

トも水 セ メ ン ト比

55％ ， 細骨材率 44％で
一定と した。単位水量は，

再 生粗骨材 コ ン ク リ
ー

トで は 180kgtm3 ，再生細

骨材 コ ン ク リー トで は 185k9〆m3 と し ，
ス ラ ン プ

，

空 気量は ， 各 々 18± 25cm ，45 ± 1．5％ を 目標 と

し ， 混和剤で調整 した。

　塩分 量は ，練上が り直後 ，1時間後お よび 2 時

O．50

40
　
　
30
　
　
20
　
　
10

0．
　
　

α
　
　

　

α
　

　
　

α

励

首
咽
魚

燭
剥
」

丑

鍵
憩
’

Q

尊
卓

o．oo

一〇
− 55RGC

− ● 一・55RGD
十 55RSC
− 1L − 55RSD
　　　 ヨ

1▲

ノ

一
15

▲一一
　 　 ’

「 直

，

　　i
　　 …

　　2
が

ノ●

’

一　一一 　
i

　　　 l　　　　lO　　　 100　　 1000　　10000

　　　　　骨材浸せ きからの 経過時間  h ）

図一 1　 骨材か ら溶出した塩分t の 経時変化

表
一4 　再生 骨材 中の塩分量 とその漕出量

可溶性塩分量

溶 出量
記　号   ・

計算値
　 
60mhl ．

　  
1440miIL

  ！    1 

55R   0．0390 ρ670 ．0771 ．721 ．97

55RGD0 ．4760 ．0990 ．1900 ．210 ，40

55RSC0 ．0680 ρ740 ．0971 ．09L43

55RSD α7040 ．30604750 ．430 ，67
゜骨材中

間後 に測 定を行 っ た。塩 分量 の 測 定結果を図
一

2 に示 す。練上 が り直後 に 比 べ
， 1時間後で は

い ず れ の コ ン ク リー トも測定され る塩分量は増

加 して い る もの の
，
1時間後と 2時間後で は，増

加が緩和 され る傾向に あ り，再 生骨材 か らの 塩
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表一 5　再生骨材 コ ン クリ
ー トの 調合

絶対容積（L加
3
） 単位量（  ノ萌

記 　号
W 〆C

（％）

s／a

（％）

W

（  加
3
） Cs 恥S嚀 1GRG ホ2CSRS 辱 1GRG 噛2AE

減

水 剤 零 ⊃

空気量調

整 剤 鱒

55RSC ・15 24844 638101

55RSC ・30 20488 525202
0，093

55RSD・15
董851062484437203366381019770 0．024

55RSI｝30 20488 525202
0925

55RGD −155544 32056 841138
55RGD −30 263113 692276

55RGD −50
180104295018818

呂
32775904944590 ，9000 ，023

55RGD −100 0376 0919
ゆ 155RSC −15，55RSC −30：55RSC ，5RSD一工5

，
55RSD ・30 ：55RSD ．廓255RGD ，°3 リグ ニ ン ス ル ホ ン 酸系，14 樹脂

酸塩系空気連行補助剤

分の溶出は，練上が りか ら 1 時間程度の 間に生

じ
， それ 以降は比較的緩や かに溶出す る と考え

られ る 。

3．塩分t の 受入検査に関す る検討

3．1塩分量の 管理値の 設定

　こ こ では，塩分計 を用 い て塩分 量 の 受入 検査

を実施す る場合を想定 し ， そ こ で測 定 され る塩

分 量 と ， 再生骨材 コ ン ク リ
ー

ト中の 全 塩分量の

関係 を検討 した 。
こ れ まで の 適用実績

2）
と の 比

較を行 うた め に ，検討は 再生粗骨材 コ ン ク リー

トにっ い て 実施 し た。

　再生粗骨材 コ ン ク リ
ー

ト中の 塩分は ， 再生粗

骨材，セ メ ン トか ら供給 され る と し ， 衰
一3 に

示 した再生粗骨材中の塩分量 ， セ メ ン トの 塩化

物イ オ ン （O．Ol％）に 基づ き算定し た 。なお ，セ メ

ン トか ら供給 され る塩分は全 て 可溶性 と し て 計

算した。

　測定値には ， 通常 の 生 コ ン にお い て，練上が

りか ら塩分量測定ま で の 時間は ， 概ね 丑 時間程

度で あ る こ とか ら，1時間後 の データを用 い た 。

　算定 し た全塩分 量 ， 可溶性塩分量お よ び練上

が りか ら 1 時間後 におけ る コ ン ク リー ト中の 塩

分量 の 測定値 を表一 6 に 示す 。 再生粗骨材を用

い た コ ン ク リー
ト中の 全塩分量の計算値に対す

る測定値の割合は ，全塩 分量 の 増加 に ともな い

減少す る傾向に あり，こ こ で 測定 した範囲で は，

全塩分量の 8〜25％が測定 される こ と となる 。
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図一 2　経過時間 と塩分量の測定値の関係

　再 生粗骨材 コ ン ク リ
ー

ト中の 全塩 分 量（計 算

値）と ， それ に対す る測定値の 割合の 関係を図一

3 に示 す 。 本図よ り，
コ ン ク リー ト中の 全塩分

量 とそれに対する塩分計の 測定値の 割合 の 間に

は明確 な関係が認め られ，そ の 関係は ，全塩分

量が 0．1〜0．9（kg〆m3 ）程度の 範囲にお い て ，図中に

示す回帰式で表す こ とが で きる。 O．30k9〆m3 の全

塩分 に相 当す る測定値 は ， 回 帰式か ら ， 0．042

kg／m3 と算定 され る 。
こ れ よ り ， 受入検査にお い

て ，塩分量が こ の 値以下 の 場合には ， そ の コ ン

ク リー
ト中の 全塩分量は規制値の 0．30kgtm3 を

超 えず ， 全塩 分 と して の 規制値を満足する こ と
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とな る 。な お ，こ こ で の 検討 は ， 練 混 ぜ 時 に

4．6k91m3 の NaCl を混入 した 原 コ ン ク リ
ー

ト

（55GD）か ら製造 した再生粗骨材 を用 い た試験結

果に基づ い て い るた め，再生粗骨材中の 固 定塩

分が多い 条件 とな っ て お り，
0．042kg 〆m3 とい う管

理値は 安全側の値で ある と 考 え られ る 。

3．2 管理データの実績に基づく実用性の 検証

（1）塩分計の適 用性

　 再生骨材 コ ン ク リ
ー

ト中 の 全塩 分量 と，練上

が り後 1 時間で塩分計に よ り測定 した塩分量の

関係に つ い て は ， 全塩分量が 多くなるとそれ に

対す る測定値の割合が 小 さくなる傾向 にあ る 。

そ の た め
， 全塩分 量 が 多い 範囲で は ，測定値 の

全 塩分量 に 対する感度がやや 鈍 くな るが ，
コ ン

ク リ
ー

ト中 の 全塩分の 規制値で あ る 0．30k9 〆m3

以下 の 範囲では ， 全塩分量 とそれ に対する測定

値 の 割 合 の 間に は比 較的明確 な関係が認 め られ

て い る こ と か ら， 精 度が 確認 され た 市販 の 塩 分

計 に よる測定値か ら全塩分量 の 推定が可 能で あ

る 。 例えば，カ ン タブ の よ うな市販 の塩分計は，

標準品と低濃度用 の 2 種類が あ り ，
こ れ らの 最

小 目盛はそれ ぞれ 単位水量 の O．008， 0．0012％に

対応 して い る 。

一
般的な構造用 コ ン ク リー

トの

単位水 量は 150’v180  gtm3程度で あ る こ と か ら，

こ れ らの 最小 目盛に 相当する コ ン ク リー
ト中 の

塩 分量は ， それぞれ 0．Ol，0．002　kglm3程度 とな

る。 したがっ て ， 測 定値の O．042　k9／m3 を管理値

と した 場合では ， 十分な感度を有 して い る 。

（2）適用 した実構造物の 検査結果 t：碁つ く検証

　提 案した判定基準と実測結果を照ら し合わせ

た結 果を表一7 に示 す 。 なお ， 実測結果は置換

率 30％とした再生粗骨材 コ ン ク リー トを建築構

造物 注 1）
に約 1000m3 打設 した際の 製品検査お よ

び 受入 検査 に該当す るも の である
2〕。本検討 の 結

果をもとに制 限値を 〔｝．04　kgirn3と 設定 した 場合 ，

O．pa　kgtm3 を超え る試験結果
tt　2）

も幾つ かみ られ

る 。 但 し， 本検討 の 条件は ， 再生粗骨材中の 固

定塩分が比 較的多い 場合を設定 して お り ， 安全

側の 設 定 で あ る こ と を考慮す る と ， 実際に は こ

れ を上回 る場合で も塩分総量と し て は規制値 を

表一6 コ ン クリ
ー

ト中の塩分t の計算値と測定値

塩分量 （kln3）

計算値
記　号  

全塩

分量

　 

可溶性

塩分量

　 
測定値

（60min ．）

  ！     

55RGD 一且50 ．1530 ．1000 ．0380250 ．38

55RGD ・300 ．2740 ．1680 ．0420 ，15025
55RG1＞500 ，4340 ．2580 ，0450 ．100 ．17
55RGD −1000 ．8360 ．4840 ．0690 ．080 ．14
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コ ンクリ
ー

ト中の 全塩分量（k91m3）：x

図一3 全塩分量とそれに対する塩分計の測定値

の割合の 関係

満足 する場合もある。し たが っ て，制 限値 A を

超 え る場合にお い て は，皿SA5023 （再生骨材 L

を用 い た コ ン ク リ
ー

ト）に準拠 した制限値 B に 基

づ く管理 を実施 す るこ とと した 。

4．ま とめ

　NaCl を添加 し て練混ぜ た原 コ ン ク リ
ー

トか ら

製造 した塩分 を含む 再生骨材を用 い ，塩分の 溶

出，な らび にそれ を用 い た コ ン ク リー ト中の 全

塩分量 とそれを塩分計に よ り測定 した 時の 測 定

値 の 関係 に つ い て検討 した 。

　得 られた結果は，次の よ うで あ る 。

1）再生骨材を水 中浸せ き させ た時 の 塩 分溶出量

　は ， 再 生粗骨材 に比 べ て 再生細骨材の 方が多

　 く 、 再生骨材の 原モ ル タル に含まれた塩分 は

　可 溶性で あ っ て も数時間か ら 24 時間程度で は

　完全に溶出 しない こ とが分か っ た。
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哀
一7　再生粗骨材 コ ン クリ

ー
トの 受入検査に おける塩分量の判定基準 （案）

塩分計 の 測 定値に 対 す る管理値 ‡
1

　　　　　 （kg〆m3 ）

　 試験 結果

（塩分計の 実測値）
製品名

（呼 び 方）

再 　生

粗骨材

置換率

（％）

W 〆C

（％）

打設量

（m3 ）

全塩分 の

規制値

（kg価 3
）

　 A ：

判定基準

（案）
拿 2

　 B ：

JISA5023
　 準拠

実績
ホ 3

製　品

検　査

（出荷時）

受　入

検　査

荷卸時

28 0．03 0．03
0．03 0．03

185
0．03 0．02

53．035 0．102 以 下 0，04 0．05
27−18・20N

70 0．05 0．05
58 0，04 0．05

30 17．5 α 30 以下 0．（M 以下 0．25以 下
象 40

．05 0．07
0．04 0．04

27−15−20N 53．02585 0．101以下
0．04 0．04
0．03 0．03

27−15−20−L 58．0 豊87 0．085 以下
0．03 0、03
0．03 0，02

36宦15−20↓ 40．02135 0．090 以 下
0，03 0．02

il
：検 査 頻度は 1 回 ／ 目か っ 1回 ／ 150mS と した。

12
： 制限値 A を こ え る場合，制限値 B に て 判 定を行 う。

B ；国土 交通 大臣認 定（MCON −0979）に 基 づ く判定値
注 2 ♪。

拿4 ：原 コ ン クリ
ー

ト中の 塩分量 の 最大値を 0．30kglm3と し，置換率 50％ で 再生粗骨材 を用 い た場合 の 再生

　　粗骨材中の 原 モ ル タル に含まれ る塩分量を 0．05kg！m3 と仮定 して 設定 し た。

2）再生骨 材 コ ン ク リ
ー ト中の 全塩分 の 規制値で

　ある 0．30kg！m3 以 下 の範囲で は，全塩分量 とそ

　れに対する測定値の 割 合 の 間に明確な関係 が

　認 め られる こ とか ら ， 塩分計 に よる測定値か

　 ら全塩分 量の 推定が 可能で ある。

3）本検討で 得 られた関係式か ら，再生粗骨材 コ

　ン ク リ
ー

トの全塩分量 0．30kgtm3 に相当する

　測 定値は 0．042kg ／m3 と算定 され る。こ の値 に

　対 して ， 市販 の 塩 分計 は十分 な感 度を有 して

　 い る こ とか ら ， 普通 コ ン ク リ
ー

ト同様 ， 受入

　検査に用 い る こ と が可能で ある。

4）実測 の 検査結果を基に塩分計 の 測定値に 対す

　る管理値 の 検証 を行 っ た結果 ，再 生粗骨材 コ

　 ン ク リー トに おい て も，2 段 階の 制限値 を設定

　する こ とで，nSA5308 に基づ く管理が適用で

　 きる。

注記

注 1）既報
2）

にお ける P2 を示す 。

注 2）P2 では，国土交通 大臣認定（MCONO979 ，

　2004．9．15）に基づ き，コ ン ク リ
ー

ト中の 塩化物

含有量は，ilS　A 　5308　9．6 に よ り荷卸 し地点で

試験 を行 い ， 市販 の 塩分計の 測定値 で 025

kgfm3以 下 として管理 を行 っ た。

謝辞

　本検討の 実施に あた り，（財）日本建築 総合試験

所　村上利憲博士 に懇 切な ご指導を頂 きま した 。

こ こ に厚 く謝意を表 し ます 。

参考文 献

D 道正 泰弘，菊池雅史，増田　彰，小 山明男 ，

　 三浦隆広 ： 再生細 骨材を用 い た コ ン ク リー ト

　 の 構造用 コ ン ク リー
トへ の 適用一原モ ル タル

　 の性質が再生細骨 材お よび 再生 コ ン ク リ
ー

ト

　 の 品質に及ぼす影響一，日本建築学会構造系

　 論 文集　第 502号，pp．15−22，1997」2

2）道正 泰弘，植　友宏，金子雄
一
，小田部裕

一
：

　 骨材置換法による再生粗骨材 コ ン ク リ
ー

トの

　 建築構造物 へ の適用 ，コ ン ク リー ト工学年次

　 論文集，NiO1．28，
　 No 」，　 pp．1493・1498，2006．7

一420一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


